
「
宗
門
寺
院
と
戦
争
・
平
和
問
題
」
調
査
に

つ
き
ま
し
て
、
今
号
で
は
、「
空
襲
・
原
爆
等

の
寺
院
被
害
」
を
テ
ー
マ
に
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。最

初
に
、
昨
年
度
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
郵
送
調
査
の
設
問
に
関
連
し
、
空
襲
・
原

爆
に
よ
る
日
本
全
国
の
被
害
に
つ
い
て
少
し
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
、
日
本
全
国
に
対
す
る
爆
撃

日
本
本
土
に
対
す
る
連
合
国
軍
に
よ
る
空
襲

は
、
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
４
月
18
日
、
東

京
、
川
崎
、
横
須
賀
、
名
古
屋
、
神
戸
な
ど
へ

の
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
率
い
る
米
陸
軍
航
空
軍
に

よ
る
爆
撃
、
い
わ
ゆ
る
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲

が
最
初
で
し
た
。
死
者
87
人
、
重
軽
傷
者
260
人

以
上
、
家
屋
全
半
壊
280
戸
以
上
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
本
土
に
空
襲
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
６
月
、

中
国
の
基
地
か
ら
出
撃
し
た
大
型
爆
撃
機
Ｂ
29

に
よ
っ
て
北
九
州
が
爆
撃
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
土
空
襲
が
本
格
化
す
る
の
は
、
ア
メ
リ

カ
軍
が
占
領
し
た
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
航
空
基
地

を
確
保
し
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
主
要
都
市

に
対
す
る
本
格
的
な
爆
撃
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
末
か

ら
で
し
た
。
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
10

日
の
「
東
京
大
空
襲
」
で
は
、
一
夜
に
し
て
約

10
万
人
の
死
者
を
生
じ
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
東
京
大
空
襲
後
は
大
量
の
焼
夷
弾
を
投

下
す
る
無
差
別
爆
撃
が
一
般
化
し
、
６
月
以
降
、

全
国
の
中
小
都
市
を
目
標
に
大
規
模
な
無
差
別

爆
撃
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
８
月

６
日
、
９
日
に
は
、
広
島
、
長
崎
に
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
、
８
月
14
日
夜
か
ら
15
日
に
か
け

て
の
全
国
４
都
市
へ
の
空
襲
が
続
き
ま
し
た
。

本
土
空
襲
は
、
大
型
爆
撃
機
に
よ
る
爆
撃
だ

け
で
は
な
く
、
小
型
戦
闘
機
に
よ
る
爆
撃
や
機

銃
掃
射
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
や
北
海
道

で
は
戦
闘
機
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
し
た
。

ま
た
、
航
空
機
だ
け
で
は
な
く
、
艦
砲
射
撃

に
よ
る
攻
撃
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
１
９
４

５
（
昭
和
20
）
年
７
月
、
８
月
に
は
、
米
英
両

海
軍
が
岩
手
県
釜
石
な
ど
に
艦
砲
射
撃
を
お
こ

な
い
、
多
く
の
犠
牲
者
が
生
じ
ま
し
た
。
沖
縄

「宗門寺院と戦争・平和問題」調査報告（その７）
―　空襲・原爆等の寺院被害１　―

新田光子（戦時被災等調査委員会委員「戦時調査室」調査担当）
渡辺慶子（「戦時調査室」調査研究員）

宗門総合振興計画 vol.40
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
『
本
土
空
襲

全
記
録
』
角
川
書
店
、
２
０
１
８
年
、
松

本
泉
『
日
本
大
空
襲
―
米
軍
戦
略
爆
撃

の
全
貌
』
さ
く
ら
舎
、
２
０
１
９
年
な
ど

参
照
。

２
、
調
査
票
の
設
問
・

回
答
結
果
の
概
要

（1）　
調
査
票
の
設
問
・
回
答
数

郵
送
調
査
票
（
問
26
）「
昭
和
17
年
４
月
、
最

初
の
日
本
本
土
爆
撃
（
い
わ
ゆ
る
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト

ル
空
襲
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、
被
害
を
受
け
ま

し
た
か
」
の
問
い
か
け
、
な
ら
び
に
（
問
27
）「
昭

和
19
年
か
ら
終
戦
に
い
た
る
ま
で
、
連
合
国
軍

に
よ
る
空
襲
や
原
爆
、
機
銃
掃
射
や
艦
砲
射
撃

な
ど
に
よ
っ
て
、
日
本
各
地
で
大
き
な
被
害
を

戦
で
の
攻
撃
に
も
艦
砲
射
撃
の
攻
撃
力
は
、
大

き
な
も
の
で
し
た
。

本
土
空
襲
で
は
、
米
軍
の
出
撃
機
数
は
延
べ

３
万
機
、
393
市
町
村
が
爆
撃
さ
れ
、
50
万
人
か

ら
56
万
人
が
死
亡
し
た
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
原
爆
だ
け
を
見
れ
ば
、
広
島
で
は
１
９
４

５
（
昭
和
20
）
年
12
月
ま
で
に
死
没
者
が
14
万

人
と
推
計
さ
れ
、
長
崎
で
は
１
９
５
０
（
昭
和

25
）
年
に
推
計
さ
れ
た
死
没
者
は
、
７
万
４
千

人
で
し
た
。

沖
縄
で
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
の
地
上

戦
に
よ
る
人
的
被
害
が
甚
大
で
、
空
襲
に
よ
る

被
害
を
確
定
し
て
推
計
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
沖
縄
戦
で
の
沖
縄
県
出
身
者
の
う
ち
一
般

人
犠
牲
者
は
、
沖
縄
出
身
軍
人
・
軍
属
死
没
者

約
２
万
８
千
人
を
優
に
上
回
る
10
万
人
近
く
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
日
本
全
国
の
被
害
実
態
を
も
と

に（
注
）、

こ
の
た
び
の
調
査
で
は
問
い
か
け
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
設
問
お
よ
び
回
答
結
果

の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　（
注
）平
塚
柾
緒『
米
軍
が
記
録
し
た
日
本
空
襲
』

草
思
社
、
１
９
９
５
年
、
東
京
都
編
『
東

京
都
戦
災
誌
』
明
元
社
、
２
０
０
５
年
、

荒
敬
「
米
国
海
軍
太
平
洋
艦
隊
の
日
本
空

襲
と
艦
砲
射
撃
―
第
三
艦
隊
の
沖
縄
戦

か
ら
敗
戦
ま
で
―
」
粟
屋
憲
太
郎
編
『
近

現
代
日
本
の
戦
争
と
平
和
』
現
代
資
料
出

版
、
２
０
１
１
年
、
小
山
仁
示
訳
『
日
本

空
襲
の
全
容　

米
軍
資
料　

マ
リ
ア
ナ
基

地
Ｂ
29
部
隊
』
東
方
出
版
、
２
０
１
８
年
、

情報コーナー

	 教区名	 　回答数

	 北 海 道	 8

	 東 　 北	 4

	 東 　 京	 33

	 長 　 野	 0

	 国 　 府	 0

	 新 　 潟	 9

	 富 　 山	 24

	 高 　 岡	 1

	 石 　 川	 2

	 福 　 井	 15

	 岐 　 阜	 9

	 東 　 海	 16

	 滋 　 賀	 5

	 京 　 都	 1

	 奈 　 良	 2

	 大 　 阪	 63

	 和 歌 山	 14

	 兵 　 庫	 32

	 山 　 陰	 1

	 四 　 州	 9

	 備 　 後	 5

	 安 　 芸	 43

	 山 　 口	 10

	 北 　 豊	 2

	 福 　 岡	 12

	 大 　 分	 8

	 佐 　 賀	 6

	 長 　 崎	 10

	 熊 　 本	 19

	 宮 　 崎	 4

	 鹿 児 島	 15

	 沖縄宗務
	 特 別 区	 0

	 合 　 計	 382
図表１　教区別回答数
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受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
貴
寺
院
は
い
か

が
で
し
た
か
」
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、「
被

害
が
あ
っ
た
」
の
回
答
は
、
382
ケ
ー
ス
で
し
た
。

教
区
別
回
答
数
は
、
図
表
１
の
と
お
り
で
す
。

「
被
害
が
あ
っ
た
」
と
回
答
が
あ
っ
た
寺
院

に
は
、
さ
ら
に
次
の
５
項
目
（
ａ
～
ｅ
）
の
問

い
か
け
を
し
て
、
回
答
を
そ
れ
ぞ
れ
項
目
ご
と

の
自
由
回
答
欄
に
記
述
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ａ　

月
・
日
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ｂ　

本
堂
な
ど
建
物
被
害
状
況
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

ｃ　

住
職
世
帯
の
人
的
被
害
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

ｄ　

門
徒
の
人
的
被
害
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

ｅ　

被
害
が
寺
院
活
動
に
及
ぼ
し
た
影
響

を
、
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（2）
「
被
害
が
あ
っ
た
」
時
期

「
被
害
が
あ
っ
た
」
の
回
答
に
つ
い
て
、
ａ

「
月
・
日
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
尋
ね
ま
し

た
ら
、
回
答
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

被
害
は
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
に
入
っ
て

か
ら
、
と
く
に
同
年
７
月
、
８
月
の
被
害
に
集

中
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

（3）　
建
物
被
害
に
つ
い
て

ｂ
「
本
堂
な
ど
建
物
被
害
状
況
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
」
の
問
い
か
け
に
は
、
次
の
図

表
３
・
図
表
４
の
よ
う
な
回
答
を
得
ま
し
た
。

「宗門寺院と戦争・平和問題」調査報告（その７）

図表２　「被害があった」時期
　「不明」「無回答」を除く記述回答309について。

※その他：「蔵」「客殿」「塀」など。
図表４　被害にあった建物箇所　記述回答288について。

※その他：「不発弾が着弾」。
図表３　被害状況　記述回答318について。
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（4）　
住
職
世
帯
の
人
的
被
害

ｃ
「
住
職
世
帯
の
人
的
被
害
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
」
の
問
い
か
け
に
は
、
次
の
図
表

５
・
図
表
６
の
よ
う
な
回
答
を
得
ま
し
た
。

（5）　
門
徒
の
人
的
被
害

ｄ
「
門
徒
の
人
的
被
害
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
」
の
問
い
か
け
に
つ
い
て
、
死
者
の
人

数
が
記
載
さ
れ
て
い
た
回
答
内
訳
は
、
図
表
７

の
と
お
り
で
す
。

（6）　
被
害
が
寺
院
に
及
ぼ
し
た
影
響

ｅ
「
被
害
が
寺
院
活
動
に
及
ぼ
し
た
影
響

を
、
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
」
の
問
い

か
け
の
回
答
内
訳
は
、
図
表
８
の
と
お
り
で

す
。	

３
、
寺
院
回
答
事
例

「
被
害
が
あ
っ
た
」
回
答
（
回
答
382
）
に
つ

い
て
、
以
下
で
は
、
上
記
ａ
～
ｅ
の
問
い
か
け

に
関
し
て
、
よ
り
具
体
的
な
記
述
が
あ
っ
た
も

の
を
回
答
事
例
と
し
て
い
く
つ
か
列
挙
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

図表５　住職世帯の被害者の属性　記述回答62について。

図表７　門徒の死者数　記述回答197について。

図表６　住職世帯の死者数　記述回答62について。

※その他：「遺体安置所」「救護所」「避難所」になった、など。
図表８　被害が寺院に及ぼした影響
記述回答237について。回答の一部は複数項目に該当し
ており、計392の内訳を示す。

情報コーナー
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「宗門寺院と戦争・平和問題」調査報告（その７）

図
表
９　

回
答
事
例

寺
院

教
区

ａ
　
月
日 

ｂ
　
被
害
状
況

ｃ
　
住
職
世
帯
被
害  

ｄ
　
門
徒
被
害  

ｅ
　
被
害
の
影
響 

①

東
京

１
９
４
５
年

３
／
10

本
堂
・
庫
裡
、
全
焼
。

（
無
記
入
）

不
明
。

住
居
を
失
い
、
親
類
を
た
よ
っ
て
福
島
へ
移
住
。
そ
の
後
、
転
居
を
く
り
返
し
一
切
の
活

動
が
で
き
な
か
っ
た
。

②

東
京

全
焼
。
当
時
、
寺
は
墨
田
区
亀
沢
町
に
在
り
、

東
京
大
空
襲
で
は
、
寺
も
門
徒
も
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
。
町
全
体
焼
土
に
な
り
、
資

料
も
何
も
残
っ
て
い
な
い
。

坊
守
は
子
供
３
人
と
と
も
に
実
家
の
新
潟
に

前
年
よ
り
疎
開
し
無
事
。
住
職
と
前
坊
守
は

命
か
ら
が
ら
避
難
。

月
に
何
回
も
あ
っ
た
お
説
教
日
も
、
戦
況
が
悪
く
な
る
に
従
っ
て
、
疎
開
す
る
人
も
あ

り
、
寺
院
活
動
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
生
き
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
よ
う
だ
。
焼
け
跡
に

大
鏧
が
残
っ
て
い
た
が
、け
が
の
治
療
に
行
っ
て
戻
っ
て
み
る
と
な
く
な
っ
て
い
た
。人

心
が
す
さ
ん
で
行
く
状
況
の
日
々
だ
っ
た
と
伝
わ
る
。

③

東
京

４
／
13

本
堂
・
庫
裡
等
、
全
焼
。

な
し
。

④

東
京

５
／
25

７
／
19

７
／
17

７
／
17

８
／
１

８
／
１

８
／
１

８
／
２

７
／
９

本
堂
・
庫
裡
・
鐘
楼
・
正
門
等
、
全
焼
。

な
し
。

⑤

新
潟

本
堂
・
庫
裡
、
全
焼
。

祖
父
（
14
代
住
職
）
が
死
亡
。

⑥

新
潟

全
焼
（
焼
失
）。

な
し
。

空
襲
に
よ
る
死
者
は
十
数
名
。

⑦

富
山

全
焼
。

な
し
。

不
明
。

⑧

富
山

⑨

福
井

本
堂
・
庫
裡
等
、
全
焼
。

⑩

岐
阜

な
し
。

⑪

東
海

全
焼
。

（
無
記
入
）

⑫

東
海

本
堂
・
庫
裡
・
山
門
・
別
棟
書
院
、
全
焼
。

本
堂
が
焼
失
し
て
法
務
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
防
空
壕
で
暮
ら
し
、
バ
ラ
ッ
ク
、
木
造
仮

本
堂
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
本
堂
昭
和
40
（
１
９
６
５
）年
建
設
、
旧
本
堂
の
堂
内
荘
厳

等
に
復
旧
し
た
の
は
平
成
28
（
２
０
１
６
）年
で
あ
っ
た
。

９
月
に
住
職
が
千
葉
の
出
征
地
か
ら
除
隊
、
帰
寺
し
た
が
、
す
べ
て
が
焼
失
し
、
郊
外
の

門
徒
宅
に
疎
開
し
た
。
そ
の
後
、
寺
の
敷
地
に
ほ
っ
た
て
小
屋
を
建
て
て
居
住
す
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
寺
院
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

空
襲
に
よ
り
境
内
建
物
全
て
が
焼
失
し
、
あ
と
は
、
急
ご
し
ら
え
の
バ
ラ
ッ
ク
一
間
で
家

族
７
名
が
生
活
し
て
い
た
の
で
、
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
６
月
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
る

ま
で
は
、
納
骨
参
り
を
は
じ
め
、
寺
で
の
お
参
り
は
一
切
で
き
な
か
っ
た
。

寺
院
全
焼
の
た
め
疎
開
先
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
農
作
業
や
子
守
り
な
ど
で
生
計
を
立
て

て
い
た
が
、そ
の
折
に
葬
儀
も
執
行
し
て
い
た
。
焼
跡
に
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
て
い
た
だ
き
、

一
部
を
畑
と
し
て
作
物
を
収
穫
し
た
。

住
職
と
そ
の
家
族
は
、
昭
和
20
〜
23
年
ま
で
寺
を
離
れ
て
約
10
㎞
の
と
こ
ろ
に
疎
開

（
避
難
）し
た
た
め
、空
襲
で
全
滅
し
た
桑
名
市
内
の
門
徒
と
は
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
相
当
数
の
門
徒
を
失
っ
た
。
戦
後
60
年
間
は
本
堂
・
庫
裡
・
書
院
の
復
興
の
歴

史
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
什
物
類
も
順
次
、
整
え
て
い
っ
た
。

焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
鐘
楼
に
阿
弥
陀
如
来
（
本
尊
様
）
を
安
置
し
礼
拝
の
場
所
と
し
た
。

当
寺
住
職
は
出
征
中
で
不
在
だ
っ
た
が
、
住
職
の
弟
が
代
行
し
た
。

空
襲
に
よ
り
、
門
信
徒
が
全
て
焼
き
払
わ
れ
、
数
年
間
は
命
日
参
り
が
で
き
な
か
っ
た
。

本
堂
再
建
は
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
〜
33
年
頃
で
、
こ
の
頃
よ
う
や
く
諸
行
事
も
開
始
さ

れ
た
。

本
堂
・
客
殿
・
庫
裡
を
全
焼
失
し
、
バ
ラ
ッ
ク
か
ら
始
ま
り
、
戦
後
再
建
す
る
ま
で
ご
門

徒
の
皆
様
と
共
に
苦
労
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
頃
ま
で
何
の
活
動
も
で
き
な
か
っ
た
。
父
が
復
員
後
、
昭
和
22

（
１
９
４
７
）
年
春
頃
か
ら
葬
式
等
の
仏
事
を
再
開
し
た
。
昭
和
23
年
頃
よ
り
バ
ラ
ッ
ク

建
の
庫
裡
で
保
育
園
を
開
園
し
た
。

終
戦
後
六
畳
一
間
の
バ
ラ
ッ
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
焼
野
原
で
野
菜
等
を
作
り
飢
え
を
し

の
い
だ
。そ
の
後
、火
災
保
険
代
理
店
を
し
な
が
ら
本
堂
復
興
の
た
め
の
資
金
づ
く
り
を

す
る
。

３
／
10

（
同
年
。

以
下
も
同

年
で
、
年

次
略
）

東
京
大
空
襲
で
は
５
名
、
富
山
空
襲
の

時
に
９
名
が
戦
災
死
。

約
50
名
の
門
徒
が
死
亡
。

な
し
。
住
職
は
出
兵
中
、坊
守
、前
坊
守
、前
々

坊
守
の
３
名
が
当
時
仕
寺
（
た
だ
し
老
齢
の

前
々
坊
守
は
親
戚
寺
院
へ
疎
開
）
す
る
の
み

で
被
害
は
な
か
っ
た
。

な
し
。
住
職
が
消
火
に
当
た
っ
た
際
、
両
手

に
火
傷
を
負
っ
た
。

住
職
長
女
が
空
襲
か
ら
避
難
す
る
な
か
、
体

力
を
消
耗
し
て
床
に
つ
き
９
月
12
日
死
亡
。

富
山
市
市
街
地
の
95
％
が
焼
失
し
、
２
０
０

０
〜
３
０
０
０
名
の
死
者
が
出
た
と
言
わ
れ

る
。
本
堂
・
庫
裡
等
す
べ
て
全
焼
。

本
堂
・
書
院
・
座
敷
・
庫
裡
、
焼
失
。
鐘
楼

の
み
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
る
。

大
勢
亡
く
な
っ
た
が
記
録
に
残
さ
れ
て

い
な
い
。

戦
死
者
多
数
、
家
屋
全
半
壊
の
門
徒
が

７
割
以
上
。

福
井
市
内
在
住
の
門
徒
14
名
が
焼
死
。

桑
名
は
７
月
17
日
（
焼
夷
弾
）
と
７
月

24
日
（
爆
弾
）、
２
回
の
空
襲
に
あ
い
、

24
日
に
９
名
が
亡
く
な
っ
た
。

３
月
12
日
、名
古
屋
空
襲
で
１
名
死
亡
。

３
月
10
日
、
東
京
空
襲
で
８
名
死
亡
。

７
月
17
日
、
桑
名
空
襲
で
１
名
死
亡
。

６
家
族
が
全
員
死
亡
。
７
家
族
が
一
家

に
つ
き
１
人
〜
２
人
死
亡
。

昭
和
　16
（
１
９
４
１
）
〜
　20
（
１
９

４
５
）
年
の
戦
死
・
戦
病
死
は
57
名
、

昭
和
20
年
の
空
襲
死
者
は
33
名
（
過
去

帳
よ
り
）。
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情報コーナー

寺
院

教
区

ａ
　
月
日 

ｂ
　
被
害
状
況

ｃ
　
住
職
世
帯
被
害  

ｄ
　
門
徒
被
害  

ｅ
　
被
害
の
影
響 

⑬

東
海

な
し
。

⑭

大
阪

な
し
。

⑮

大
阪

本
堂
・
庫
裡
・
蔵
、
全
焼
。

な
し
。

不
明
。

⑯

大
阪

全
焼
、
全
壊
。

な
し
。

不
明
。

⑰

大
阪

無
記
入

本
堂
・
鐘
楼
の
屋
根
に
被
弾
。

な
し
。

防
空
壕
付
近
で
被
爆
。

⑱

兵
庫

本
堂
等
境
内
全
焼
。

な
し
。

⑲

安
芸

全
焼
。

自
坊
内
に
い
た
当
時
の
坊
守
が
死
亡
。

⑳

安
芸

当
時
の
住
職
・
坊
守
が
死
亡
。

㉑

安
芸

㉒

安
芸

㉓

長
崎

㉔

鹿
児
島

な
し
。

な
し
。

㉕

鹿
児
島

な
し
。

空
襲
被
害
の
前
後
で
門
信
徒
は
疎
開
を
始
め
離
散
し
た
。
本
堂
・
庫
裡
も
再
建
で
き
ず
、

門
信
徒
の
つ
な
が
り
も
途
絶
え
た
た
め
、（
昭
和
20
年
代
は
）
寺
院
活
動
自
体
が
で
き
な

か
っ
た
と
聞
い
た
。

自
坊
が
平
和
公
園
内
に
あ
っ
た
た
め
移
転
し
た
。
ま
た
、
長
く
不
明
だ
っ
た
門
徒
の
消
息

も
原
爆
33
回
忌
の
頃
（
昭
和
52
（
１
９
７
７
）
年
）
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

被
爆
直
後
か
ら
、
倒
壊
し
た
本
堂
の
屋
根
を
目
指
し
て
、
門
徒
の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
家

族
の
葬
儀
の
依
頼
に
来
て
い
た
と
い
う
。
住
職
も
原
爆
症
の
症
状
が
出
る
な
か
、
葬
儀
を

行
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
１
か
月
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
２
年
後
に
満
州
よ
り
引
き
揚
げ
て

来
た
長
男
の
後
継
住
職
も
、
あ
ま
り
の
惨
状
に
２
年
ば
か
り
、
何
も
で
き
な
か
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。

被
爆
後
、
寺
が
被
害
者
の
収
容
所
と
な
り
、
看
病
と
と
も
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
身
元
確

認
や
火
葬
を
数
多
く
行
い
、
平
常
に
戻
る
ま
で
に
は
数
か
月
か
か
っ
た
。

原
爆
被
災
に
よ
り
、
門
徒
が
多
数
離
散
し
た
。
寺
院
の
修
復
、
維
持
、
宗
教
活
動
に
多
大

な
る
影
響
が
あ
っ
た
。

戦
後
、
し
ば
ら
く
し
て
隣
の
家
を
借
り
て
法
事
を
行
っ
た
が
、
法
要
・
儀
式
は
一
切
で
き

な
か
っ
た
。
寺
院
が
所
有
し
て
い
た
山
を
開
放
し
て
、
門
徒
さ
ん
の
食
料
確
保
の
た
め
に

農
作
物
を
作
っ
て
い
た
。
の
ち
に
山
を
売
っ
て
本
堂
再
建
の
資
金
に
あ
て
た
。

昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
に
落
成
し
た
ば
か
り
の
本
堂
等
が
全
焼
し
、
ほ
ぼ
全
市
が
空
襲

に
よ
っ
て
焼
失
し
た
た
め
、
昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
ま
で
仮
本
堂
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

寺
院
が
全
焼
し
た
た
め
、
郊
外
の
説
教
所
に
無
事
だ
っ
た
当
時
の
住
職
、
疎
開
し
て
い
た

子
弟
が
移
り
住
ん
だ
。
焼
け
残
っ
た
墓
石
は
田
舎
の
ご
門
徒
が
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
で
く
れ

た
と
聞
い
た
。

被
爆
に
よ
る
死
亡
者
の
遺
体
が
本
堂
や
境
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。

終
戦
後
、
境
内
地
が
ア
メ
リ
カ
軍
に
接
収
さ
れ
、
昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
の
移
転
再
建

ま
で
活
動
で
き
な
か
っ
た
。

本
堂
・
庫
裡
等
が
全
壊
し
た
た
め
、
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
頃
ま
で
寺
院
活
動
が
で

き
ず
、
長
屋
の
仮
住
ま
い
生
活
を
し
て
い
た
。
境
内
地
の
３
分
の
２
を
売
却
し
て
仮
本
堂

を
再
建
し
、
昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
頃
ま
で
借
金
の
返
済
が
続
い
た
。

本
堂
・
庫
裡
な
ど
寺
院
活
動
の
基
礎
が
戦
禍
に
あ
い
、
昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
の
本

堂
再
建
ま
で
法
要
の
厳
修
等
寺
院
活
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

本
堂
・
庫
裡
が
全
焼
。
門
徒
宅
も
多
く
が
被
災
の
た
め
活
動
が
で
き
ず
。
住
職
家
族
も

仮
住
ま
い
で
、
経
済
的
に
も
大
変
な
状
況
で
あ
っ
た
。

過
去
帳
記
載
分
だ
け
で
も
、
７
／
24
に

15
人
。
７
／
28
に
５
人
が
亡
く
な
っ
て

い
る
。

戦
中
・
戦
後
直
後
の
過
去
帳
が
不
明
確

な
た
め
、
不
明
門
信
徒
の
大
半
は
離
散

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

広
島
市
内
中
心
部
の
門
徒
の
多
く
が

死
亡
。

広
島
市
内
に
在
住
の
た
め
人
的
被
害
は

大
き
か
っ
た

多
く
の
門
徒
が
亡
く
な
り
被
害
は
甚
大

で
あ
っ
た
。

門
徒
多
数
被
爆
、
爆
死
。

空
襲
に
よ
る
死
亡
者
あ
り
。

原
爆
に
よ
り
一
家
全
滅
し
た
家
も
あ

り
、
子
ど
も
だ
け
残
さ
れ
親
戚
を
た
ら

い
回
し
に
さ
れ
た
ケ
ー
ス
。
ま
た
、
原

爆
症
で
長
く
苦
し
み
人
生
が
狂
っ
て
し

ま
っ
た
方
々
。
被
害
状
況
は
種
々
。

余
り
に
も
多
す
ぎ
て
把
握
で
き
ず
。

原
爆
に
よ
り
全
壊（
爆
心
地
よ
り
３
０
０
ｍ
）。

本
堂
・
会
館
・
庫
裡
す
べ
て
、
爆
風
で
倒
壊
。

原
爆
の
爆
風
を
受
け
本
堂
の
建
具
・
仏
具
等

が
吹
き
飛
ぶ
。

本
堂
・
山
門
・
庫
裡
・
客
殿
等
す
べ
て
の
建

造
物
が
焼
失
し
、
灰
じ
ん
に
帰
し
た
。

本
堂
・
庫
裡
等
、
全
焼
。

本
堂
・
庫
裡
、
全
焼
。

本
堂
屋
根
一
部
焼
失
。

７
／
24 

に
全
焼
・
全
壊
。

７
／
24

７
／
26

７
／
24

７
／
26

８
／
６

８
／
６

８
／
６

８
／
６

８
／
９

８
／
８

８
／
９

８
／
12

３
／
17

６
月

日
付
は

無
記
入

６
／
10

３
／
13
〜

14
　

住
職
が
被
爆
１
か
月
後
に
原
爆
症
で
死
亡
。

住
職
三
男
が
本
堂
の
下
敷
き
に
な
り
死
亡
。

住
職
三
女
が
被
爆
１
か
月
後
に
原
爆
症
で
死

亡
。
住
職
次
男
が
学
校
教
育
と
し
て
生
徒
の

勤
労
奉
仕
引
率
中
に
被
爆
し
、
似
島
に
運
ば

れ
死
亡
。

住
職
の
次
男
が
13
歳
で
被
爆
、
死
亡
。

当
時
の
坊
守
の
姪
が
原
爆
死
。
坊
守
と
長
女

も
被
爆
。
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資
料
の
ご
提
供
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

【
戦
時
調
査
室
】　

開
室
時
間
：
火
・
水
・
木	

10
時
～
12
時
、

13
時
～
16
時	

（
宗
務
所
休
日
は
除
く
）

〒
６
０
０
―

８
３
４
９

京
都
市
下
京
区
堺
町
92

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
内

「
戦
時
調
査
室
」

T
el/075

―354

―5087

Fax/075

―354

―5360

M
ail/senji-chousa@

hongw
anji.or.jp

新
田
光
子（
戦
時
被
災
等
調
査
委
員
会
委
員
）

渡
辺
慶
子（
調
査
研
究
員
）

牛
島
悠
紀（
調
査
研
究
員
）

「
空
襲
・
原
爆
に
よ
る
寺
院
被
害
」
は
、
東

京
・
富
山
・
福
井
・
大
阪
・
神
戸
な
ど
各
地
の

空
襲
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
、
地
域
ご
と
の
寺

院
被
害
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
被
害
の
実
態
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

時
期
の
被
害
は
、
の
ち
の
空
襲
被
害
に
比
べ
る

と
被
害
規
模
は
大
き
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
寺
院
に
直
接
被
害
が
な
か
っ
た
と
し

て
も
地
元
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
直
属
寺
院
の
な
か
に
は
空

襲
・
原
爆
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
甚
大
な
被
害
を

被
っ
た
寺
院
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

ら
、
適
宜
本
誌
等
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

戦
時
調
査
室
で
引
き
続
き
寺
院
被
害
の
記
録

を
蒐
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
被
害
の
記
録
と

は
、
具
体
的
に
は
、
寺
院
の
被
害
前
の
写
真
と

被
害
後
の
写
真
、
公
式
の
被
災
記
録
・
証
明
書
、

新
聞
記
事
、
県
市
町
村
史
の
記
事
な
ど
で
す
。

調
査
は
「
戦
争
と
平
和
の
問
題
」
と
い
う
視
点

か
ら
各
寺
院
の
歴
史
的
事
実
を
記
録
に
と
ど
め

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
ま
す
。
次
号
『
宗

報
６
月
号
』
で
は
、
今
号
に
続
き
「
空
襲
・
原

爆
等
の
寺
院
被
害
」
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

こ
の
調
査
の
と
り
ま
と
め
と
し
て
、
今
年
度

２
０
２
１
年
11
月
～
12
月
に
「
宗
門
寺
院
と
戦

争
・
平
和
展
」（
仮
称
）
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
調
査
結
果
な
ら
び
に
各
寺
院
か
ら
ご

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
記
録
の
宗
門
内
外
に
お

け
る
情
報
共
有
の
機
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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